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第第第第 321321321321 回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院セミナーセミナーセミナーセミナー    

    

日日日日 時時時時：：：：    2020202011115555 年年年年 7777 月月月月 3333 日日日日((((金金金金))))        11118888 時時時時 00000000 分分分分～～～～11119999 時時時時 33330000 分分分分    

場場場場 所所所所：：：：    実習館実習館実習館実習館 2222 階階階階    総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所セミナールームセミナールームセミナールームセミナールーム    

演演演演 者者者者：：：：    大野大野大野大野    伸彦伸彦伸彦伸彦    氏氏氏氏    

（（（（山梨大学大学院総合研究部医学域基礎医学系山梨大学大学院総合研究部医学域基礎医学系山梨大学大学院総合研究部医学域基礎医学系山梨大学大学院総合研究部医学域基礎医学系    解剖分子組織学教室解剖分子組織学教室解剖分子組織学教室解剖分子組織学教室・・・・准教授准教授准教授准教授））））    

タイトタイトタイトタイトルルルル：：：：    TEMTEMTEMTEM 連続切片法連続切片法連続切片法連続切片法にににに代代代代わるわるわるわる新新新新しいしいしいしい組織組織組織組織のののの 3333 次元再構築法次元再構築法次元再構築法次元再構築法    

−−−−SEMSEMSEMSEM 連続断面観察法連続断面観察法連続断面観察法連続断面観察法をををを中心中心中心中心にににに−−−−    

    

    近年近年近年近年、、、、走査型電子顕微鏡走査型電子顕微鏡走査型電子顕微鏡走査型電子顕微鏡(SEM)(SEM)(SEM)(SEM)をををを用用用用いたいたいたいた生物組織生物組織生物組織生物組織のののの3333次元超微形態次元超微形態次元超微形態次元超微形態解析解析解析解析法法法法がががが大大大大きくきくきくきく

発展発展発展発展してきているしてきているしてきているしてきている。。。。これらのこれらのこれらのこれらの手法手法手法手法ではではではでは樹脂樹脂樹脂樹脂にににに包埋包埋包埋包埋されたされたされたされた生物試料生物試料生物試料生物試料のののの断面断面断面断面ををををSESESESEMMMMでででで観察観察観察観察するこするこするこするこ

とによりとによりとによりとにより、、、、透過型電子顕微鏡透過型電子顕微鏡透過型電子顕微鏡透過型電子顕微鏡によるによるによるによる連続切片観察連続切片観察連続切片観察連続切片観察にににに類似類似類似類似したしたしたした画像画像画像画像をををを取得取得取得取得するするするする過程過程過程過程をををを自動自動自動自動

化化化化・・・・迅速化迅速化迅速化迅速化することですることですることですることで、、、、3333次元再構築次元再構築次元再構築次元再構築をををを比較的容易比較的容易比較的容易比較的容易にしているにしているにしているにしている。。。。そのそのそのその中中中中ででででserial serial serial serial 

blockblockblockblock----face SEM (SBFface SEM (SBFface SEM (SBFface SEM (SBF----SEM)SEM)SEM)SEM)はははは組組組組みみみみ込込込込みみみみ式式式式ミクロトームミクロトームミクロトームミクロトームによるによるによるによる表層切削表層切削表層切削表層切削ととととSEMSEMSEMSEMによるによるによるによる試料試料試料試料のののの断断断断

面面面面観察観察観察観察とをとをとをとを交互交互交互交互にににに反復反復反復反復することですることですることですることで、、、、切削面積切削面積切削面積切削面積（（（（約約約約1x1mm1x1mm1x1mm1x1mm））））以下以下以下以下のののの任意任意任意任意のののの領域領域領域領域からからからから、、、、比較的迅比較的迅比較的迅比較的迅

速速速速にににに連続断面画像連続断面画像連続断面画像連続断面画像をををを取得取得取得取得するするするする方法方法方法方法であるであるであるである。。。。SBFSBFSBFSBF----SEMSEMSEMSEMではではではでは、、、、化学固定化学固定化学固定化学固定されたされたされたされた生物試料生物試料生物試料生物試料をををを樹脂樹脂樹脂樹脂

にににに包埋包埋包埋包埋しししし、、、、ダイヤモンドナイフダイヤモンドナイフダイヤモンドナイフダイヤモンドナイフをををを用用用用いたいたいたいた切削切削切削切削によりによりによりによりブロックブロックブロックブロック表面表面表面表面にににに露出露出露出露出させてさせてさせてさせて直接観察直接観察直接観察直接観察するたするたするたするた

めめめめ、、、、通常通常通常通常のののの透過型電子顕微鏡観察透過型電子顕微鏡観察透過型電子顕微鏡観察透過型電子顕微鏡観察とはとはとはとは異異異異なりなりなりなり、、、、試料試料試料試料のののの導電性導電性導電性導電性をををを高高高高めめめめ、、、、またまたまたまた画像画像画像画像ののののコントラスコントラスコントラスコントラス

トトトトをををを高高高高めるためにめるためにめるためにめるために、、、、強強強強いいいい電子染色電子染色電子染色電子染色をををを施施施施すすすす試料作製法試料作製法試料作製法試料作製法がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。一方一方一方一方でででで扱扱扱扱うううう試料試料試料試料やややや目的目的目的目的

のののの構造構造構造構造、、、、必要必要必要必要なななな解像度解像度解像度解像度にににに応応応応じてじてじてじて、、、、包埋包埋包埋包埋・・・・染色染色染色染色・・・・トリミングトリミングトリミングトリミングのののの方法方法方法方法やややや観察条件観察条件観察条件観察条件をををを最適化最適化最適化最適化することすることすることすること

でででで、、、、従来従来従来従来からからからから観察観察観察観察されてきたされてきたされてきたされてきた多多多多くのくのくのくの細胞組織細胞組織細胞組織細胞組織にににに対対対対してしてしてして応用応用応用応用されてきているされてきているされてきているされてきている。。。。SBFSBFSBFSBF----SEMSEMSEMSEMによりによりによりにより得得得得

られるられるられるられる連続切片画像連続切片画像連続切片画像連続切片画像はははは、、、、ダイヤモンドナイフダイヤモンドナイフダイヤモンドナイフダイヤモンドナイフによるによるによるによる切削切削切削切削のためのためのためのため深深深深ささささ方向方向方向方向のののの解像度解像度解像度解像度はははは＞＞＞＞20nm20nm20nm20nm

程度程度程度程度であるがであるがであるがであるが、、、、ミトコンドリアミトコンドリアミトコンドリアミトコンドリアやややや小胞体小胞体小胞体小胞体などのなどのなどのなどの膜性膜性膜性膜性オルガネラオルガネラオルガネラオルガネラやややや細胞細胞細胞細胞のののの形態形態形態形態をををを観察観察観察観察するにはするにはするにはするには

有用有用有用有用であるであるであるである。。。。こうしたこうしたこうしたこうしたアプローチアプローチアプローチアプローチははははそのそのそのそのスループットスループットスループットスループットをををを高高高高めることでめることでめることでめることで様様様様々々々々ななななトランスジェニックマトランスジェニックマトランスジェニックマトランスジェニックマ

ウスウスウスウスやややや疾患疾患疾患疾患モデルモデルモデルモデルのののの解析解析解析解析にににに有効有効有効有効でありでありでありであり、、、、またまたまたまた包埋前免疫染色包埋前免疫染色包埋前免疫染色包埋前免疫染色とととと組組組組みみみみ合合合合わせることでわせることでわせることでわせることで、、、、異異異異なるなるなるなる

蛍光蛋白蛍光蛋白蛍光蛋白蛍光蛋白やややや特定特定特定特定ののののマーカーマーカーマーカーマーカーをををを発現発現発現発現するするするする細胞細胞細胞細胞のののの形態学的解析形態学的解析形態学的解析形態学的解析もももも行行行行うことができるうことができるうことができるうことができる。。。。本発表本発表本発表本発表でででで

ははははSBFSBFSBFSBF----SEMSEMSEMSEMをををを中心中心中心中心にににに走査型電子顕微鏡走査型電子顕微鏡走査型電子顕微鏡走査型電子顕微鏡(SEM)(SEM)(SEM)(SEM)をををを用用用用いたいたいたいた生物組織生物組織生物組織生物組織のののの3333次元超微形態次元超微形態次元超微形態次元超微形態解析解析解析解析法法法法

のののの特徴特徴特徴特徴とととと最新最新最新最新のののの応用例応用例応用例応用例をををを紹介紹介紹介紹介するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、そのそのそのその試料作製試料作製試料作製試料作製をををを簡便簡便簡便簡便にするにするにするにする最近最近最近最近のののの試試試試みについみについみについみについ

てもてもてもても紹介紹介紹介紹介したいしたいしたいしたい。。。。    
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演者学歴演者学歴演者学歴演者学歴・・・・職歴職歴職歴職歴    

 平成平成平成平成13131313年年年年 3 3 3 3月月月月    東京大学医学部医学科東京大学医学部医学科東京大学医学部医学科東京大学医学部医学科    卒卒卒卒    

 平成平成平成平成13131313年年年年 6 6 6 6月月月月    東京大学医学部付属病院東京大学医学部付属病院東京大学医学部付属病院東京大学医学部付属病院    内科初期研修医内科初期研修医内科初期研修医内科初期研修医    

 平成平成平成平成14141414年年年年 6 6 6 6月月月月    公立昭和病院公立昭和病院公立昭和病院公立昭和病院    内科初期研修医内科初期研修医内科初期研修医内科初期研修医    

 平成平成平成平成18181818年年年年 9 9 9 9月月月月    山梨大学大学院山梨大学大学院山梨大学大学院山梨大学大学院    博士課程修了博士課程修了博士課程修了博士課程修了    医学博士医学博士医学博士医学博士    

 平成平成平成平成18181818年年年年10101010月月月月    山梨大学大学院山梨大学大学院山梨大学大学院山梨大学大学院    助手助手助手助手 ( ( ( (解剖学講座第一教室解剖学講座第一教室解剖学講座第一教室解剖学講座第一教室))))    

 平成平成平成平成19191919年年年年    4444月月月月    山梨大学大学院山梨大学大学院山梨大学大学院山梨大学大学院    助教助教助教助教 ( ( ( (解剖学講座分子組織学教室解剖学講座分子組織学教室解剖学講座分子組織学教室解剖学講座分子組織学教室))))    

 平成平成平成平成19191919年年年年10101010月月月月    山梨大学大学院山梨大学大学院山梨大学大学院山梨大学大学院    講師講師講師講師 ( ( ( (解剖学講座分子組織学教室解剖学講座分子組織学教室解剖学講座分子組織学教室解剖学講座分子組織学教室))))    

 平成平成平成平成20202020年年年年 4 4 4 4月月月月    米国米国米国米国クリーブランドクリニッククリーブランドクリニッククリーブランドクリニッククリーブランドクリニック    博士研究員博士研究員博士研究員博士研究員    

 平成平成平成平成21212121年年年年    7777月月月月    全米多発性硬化症協会全米多発性硬化症協会全米多発性硬化症協会全米多発性硬化症協会    ポストドクトラルフェローシップポストドクトラルフェローシップポストドクトラルフェローシップポストドクトラルフェローシップ    

 平成平成平成平成24242424年年年年 8 8 8 8月月月月    山梨大学大学院山梨大学大学院山梨大学大学院山梨大学大学院    准教授准教授准教授准教授 ( ( ( (解剖学講座分子組織学教室解剖学講座分子組織学教室解剖学講座分子組織学教室解剖学講座分子組織学教室))))        

     

所属学会所属学会所属学会所属学会    

 日本解剖学会日本解剖学会日本解剖学会日本解剖学会        日本組織細胞化学会日本組織細胞化学会日本組織細胞化学会日本組織細胞化学会    日本顕微鏡学会日本顕微鏡学会日本顕微鏡学会日本顕微鏡学会    日本臨床分子形態学会日本臨床分子形態学会日本臨床分子形態学会日本臨床分子形態学会    

米国細胞生物学会米国細胞生物学会米国細胞生物学会米国細胞生物学会    米国神経科学会米国神経科学会米国神経科学会米国神経科学会    米国神経化学会米国神経化学会米国神経化学会米国神経化学会            

    

    

担当担当担当担当：：：：顎口腔機能制御学顎口腔機能制御学顎口腔機能制御学顎口腔機能制御学講座講座講座講座        田所田所田所田所    治治治治     


